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アフリカ人はなぜ中国が好きなのか？
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　中国語で声をかけられることがある。英国の大学の留学生の5人に1人は中国人である。アフリカ人の大学院生

が日本人とわかると、「日本人は中国人が嫌いでしょう」とストレートな質問を投げかけられた。一応、否定して見せた

が、彼の極端な偏見ではなく、国際社会のコンセンサスになっている。米国シンクタンクが実施する世界38カ国の世

論調査によると、「中国が好きではない」という回答率は日本がベトナムとともに世界 の上位にある（図）。

　アフリカ6カ国が調査対象になっており、「中国が好きだ」という回答率の上位5位までを占めている。同調査は

「中国が脅威か」とも質問している。アフリカ諸国は「中国が好きではない」という回答率ほどには上位を独占してい

ない。中国は好きだが、かといって脅威と感じていないわけでもないといったところだろう。

　アフリカ諸国が「中国が好きだ」という回答率が高かったのは、中国との長く太い経済関係が背景にある。歴史的

には国連加盟前からアフリカを支援していた。例えば、内陸国のザンビアは南ローデシア（現在のジンバブエ）を陸路

で通過して南アフリカから貿易を行っていた。ザンビアから主な輸出品は銅である。南ローデシア、南アフリカが黒人

分離政策であるアパルトヘイトのため、経済封鎖の対象になり、ザンビアは貿易ルートを失った。中国の援助で、タン

ザニア東部のダルエスサラームとザンビア中部のカピリムポシを結ぶ全長1860キロの鉄道が建設された。1970年に

着工し、5年後に完成している。毛沢東時代の対外活動である。日本の東北新幹線と東海道新幹線さらに山陽新

幹線の合計距離にほぼ匹敵する巨大プロジェクトである。

資源貿易でつながる中国とアフリカ
　現在、中国はアフリカから原油や鉱物資源を輸入し、衣類、雑貨から携帯電話、テレビなど製品をアフリカに輸出

している。近年、電気自動車（EV）のバッテリー材料としてコンゴ民主共和国やザンビアなどのコバルトに注目が集ま

る。貿易面では、欧米諸国やインドを大きく上回っているほか、直接投資、援助、インフラの公的融資などで中国は欧

米諸国などを上回る傾向にある。輸出に占める中国の比率が高い国は、原油を輸出する南スーダン（96％）、エリトリ

ア（62％）、アンゴラ（61％）、コンゴ共和国（54％）、コンゴ民主共和国（40％）などである。香港の対中国輸出比率が

53％であることを考えると、アフリカの高さがわかるだろう。

　中国政府は2006年、世界で50カ

所の経済特区を建設する構想を明

らかにしている。2010年段階で商務

部が承認した19カ所のうち6カ所はア

フリカ諸国だった。ナイジェリア、ザンビ

ア、エチオピアなどである。中国からの

直接投資を受け入れる場所である。

　筆者は2019年以降、アフリカ人や

アフリカ経験豊富な中国人と共同研

究を組み、中国とアフリカの関係を深

堀していく。

図　「好きか」「脅威か」中国に対する38カ国の世論調査
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